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毎月 1日・ 16日発行

正月の伝統行事「どんど焼き 」が、1月15日市内各地で行われました。
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塩田地区の舞回では(ー写真)、しめ飾りや書き初め、だるまなどが松や竹と一緒に高く積み上げられ、

その周りには約50人が集まりました。午後5時、炎が赤々と燃え上がると集まった人たちから歓声があが

りました。みんな、焼いたホまゆ玉、を口にほおばりながら、 1年間の無病患、災を祈っていました。

主な内容

60年度決算を公表 します.............一…一.......2-4ペ ー ジ

市民の森・上室賀に体育館一.....一…一................5ペ ー ジ

カメラレポ.............................................6・7ペ ージ

みんなで考え よう /脱スパイク⑦一...................7ペ ー ジ

市県民税・所得税の申告はお早めに一..........8・9ページ

お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10-12ページ

国民健康保険特集...................一.........特集 1-4ペ ー ジ

*z:人口

男

女

世帯数

市民の動き

( 1月 1日現在)

117，817人 (+ 321) 

57， 570人 ( + 167) 

60， 247人 ( + 154) 

37， 206世帯 ( + 105) 

( )内は前月比です。



一ー第 976号

-一般会計決算
繰越金

4憶4，867万円
(2.1%) 

分担金及び負担金

7憶し859万円
(3.3%) 

県支出金
11憶5，418万円
(5.3%) 

地方受付税
12億7，296万円
(5.9%) 

使用料及び手数料
3憶3，389万円(1.5%)

地方譲与税
2憶1，861万円(1.0%)

その他

5億5.703万円(2.6%)

口
己

歳出規模は214億円
議会費
2憶6，234万円(1.2%)

労働費 2憶5，058万円(1.2%)

災害復旧費
1憶5，471万円(0.7%)

グラフで見る

市の家計簿

穀被害字詰自宅援護審i主主 η-三|
通露軍民;謀議;公表じます出|
経詩型約 司--ぜやて総i発-琴 円同己川i正入川 ζJぶ vγγι 千人 ιザ引去と-

脇 震設締議選;線量えよ七山-

昭和60年度一般会計、特別会計、公営企業
会計の決算が市議会において認定になりまし

だので、その内容を公表します。

一般会計は、収入総額217億809万円、支出
総額214億2，790万円で、差し引き2億8，019万円
の黒字決算で終了し、これを次年度へ繰り越

しましだ。前年度と比較すると、収入総額で

は1.0%、支出総額では0.2%の減となりまし
た。

特別会計は、各会計とも計画どおりの執行

で、黒字で決算を終了しました。なお、老人

保健事業については、差し引き不足額を翌年

度繰上充用金で補てんしましだ。

公営企業会計は、独立採算を目途に努力し、

黒字決算で終了しましだ。

〈注〉万円未満は四倍五入してあります。

-住民負担
人口 116，451人
世帯数 36，279世帯

(61.3.31現在)
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輔麟輯醸識韓関

創造館建設事業 1億3464万円

(財)浅間テクノポリス

開発機構出資金 1473万円

生活保護費 4億6593万円

児童手当支給額 1億3859万円

同和対策生活環境整備費 6739万円

緑が丘児童館建設費 5381万円

福祉手当支給額 5195万円

同和地区農業振興事業 1億2549万円

農業構造改善事業(浦里南部)

1億2270万円

農村総合整備モデル事業 1億円

松 くい虫防除対策事業 3884万円

転作促進特別対策事業 3146万円

、園圃

般

会

計

の
よ
う
に
使
い
ま
し
た

第 976号一ー

中小企業融資預託金 13億665万円

魅力ある温泉地づくり事業

7867万円

商工会議所会館建設事業補助金

6000万円

道路新設改良事業 10億8042万円

都市計画公園整備事業 6億3744万円

街路整備事業 2億952万円

河川水路新設改良事業 1憶2406万円

国道バイパス関連事業 1億181万円

第6中学校新設事業 3億8658万円

北小学校プール新設事業 6100万円

塩田中学校体育館床改修事業

3060万円
上田城北櫓保存修理事業 2000万円

-特別会計決算 事 業 名 収入済額 支出済額

土 地 取 得 事 業 2億6，185万円 5，907万円

塩田育線放送電話事業 6，231万円 5，574万円

国民健康保険事業 41億4，503万円 40億7，636万円

受通災 害 共済事業 3，397万円 3，278万円

福祉事業センタ一事 業 T億4，473万円 T億4，170万円

老人 保 健 事 業 34億5，859万円 34億8，594万円

同和地区住宅新築資金等貸借事業 4億4，923万円 4億4，200万円
※老人保健事業歳入歳出差引

公共下水道事業 16億5，221万円 15億9，398万円
不足額2，735万円は、翌年度

繰上充用金で補てん。 計) 102億792万円 98億8，757万円
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土地取得事業

加入状況

・加入者数

103，454人
・共済掛金収入

2，547万円
見舞金支給状況

・件数 507件
・支給額 2，759万円

|交通災害共済事業|

-加入戸数

3，590戸
・通話交換回数

(1日平均)11，034回

直白有線放送電話事業|

加入状況

・世帯数

15，041世帯
・被保険者数

36，508人
保険給付状況

・件数 237，158件
・費用額 35億3，262万円
受診率

・年間 1人当たり 6.1件

高額療養費給付状況

・件数 3，826件
・給付額 2億4，116万円
老人保健拠出金の状況

・老人保健対象者 5，538人(年平均)
・拠出金額 11憶2，103万円

I 00壁康保険事業 | 

一圃第 976号

利用状況

・利用実人員 98人
・作業工賃 7，703万円
(総額)

市祉事業センタ一事業 |

公共下水道事業|同和地区住宅新築資金等貸付事業 |

踊泌お諦端縫

-
公
営
企
業
会
計
決
算

ヰ文 入 支 出

収 企業名 (予算額) (予算額)
ーー・ー一一品・ーーー『ーーーー ーーー--ー一ー・・ーーーーー

益 (決算額) (決算額)

自句 2億2，382万円 2億2，382万円|
産院事業 ーーーーーーーーーーーーーー

ヰR 2億2，650万円 2億1，318万円

支 13億7，322万円 13億4，054Jj川
水道事業 ーーーーーーー』ーーーーーーーーー曲ーーーーーーーーーーーー

15億6，778万円 1 3億 768万 I'~

鴇贈蝿話思想控想輯総輔鋪臨込醐色鴨醐踊薗繭醐闘曹鰭

産 院事業

理甥聾購曹臨調醐陣織曹曙i縞謡鞘総輯

病院経営の主体である

利用者数

b入院患者数 6，716人

b外来患者数13，049人

b出生数 524人

事業のあらまし

¥、文

ヰ又 入 支 出

資 企業名 (予算額) (予算額)
ー--ーーーー・・ーーーーーー ーーーーーーーーーーー・ーーーー

本 (決算額) (決算額)

的 293万円 1.977万円
産院事業 ーー・--ーーーーーーーーー ーーーーーー・・・・・ Fーー

ヰヌ 293万円 1，844万円

支 7億8，376万円 9億3，768万円
水道事業 ー量---曹ーーーーー・ーー. ー一一世ーー・ーーーー』ーーー

8億 175万円 9億3，610万円

'唱に

竺ち

水道事業

-給水状況は・・・

給水戸数 30，091戸
給水人口 95，062人
年間配水量 1，581万5，003m'
年間有収水量1，195万6，143m3

有収率 75.6% 
・工事の状況は・.. 

拡張工事 43か所、7億1，655万円
建設改良工事 37か所、9，124万円

、記



E 

第 976号一ー

このほどJ市民の森公園」と上

室賀地区で、あいついで体育館の

建設が始まりましだ。市民の森体

育館は、市ガ進めている公園整備

の最終事業として、まだ室賀体育

館は地区の健康躍進施設として着

工ガ決まったものです。

d

司
市
民
の
森
体
育
館
完
成
予
想
図

建
設
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
チ
ビ
ッ

し
ゅ
ん

コ
広
場
も
今
春
の
竣
工
に
向
け
て
、

着
々
と
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

一
月
十
四
日
に
は
、
関
係
者
が
出

席
し
、
待
望
の

「市
民
の
森
体
育
館
」

の
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

席
で
、
永
野
市
長
は

「
六
十
二
年
度

の
計
画
だ
っ
た
が
、
国
の
景
気
浮
揚
策

で

一
年
早
ま
り
、
今
年
度
か
ら
の
着

完
成
は

8
月
末

市
民
の
森
体
育
館

市
で
は
、
「
市
民
の
森
公
園
」
(芳
田
)

の
整
備
を
昭
和
五
十
八
年
か
ら
五
年

計
画
で
進
め
て
き
ま
し
た
。
す
で
に
、

全
天
候
型
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
、
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
ス
ケ
ー
ト
場
な
ど
を

ふ
れ
あ
い
と
健
康
増
進
の
場
に

市
民
の
森

上

室

賀

体
力
の
向
上
に

室
賀
体
育
館

市
内
上
室
賀
の
室
賀
基
幹
集
落
セ

ン
タ
ー
の
南
側
で
は
、

「室
賀
体
育
館
」

の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
昨

年
十
二
月
に
は
起
工
式
が
行
わ
れ
、

今
年
一一一月
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま

体
工
と
な

っ
た
。
完
成
す
れ
ば
、
市
民

の
森
公
園
は
年
間
を
通
じ
て
よ
い
環

境
に
な
る
。
地
域
や
市
民
の
皆
さ
ん

の
ス
ポ
ー
ツ
や
憩
い
の
場
と
な
れ
ば
」

と
述
べ
ま
し
た
。

体
育
館
は
、
わ
し
ば
山
荘
の
北
側

に
建
設
さ
れ
、
総
面
積
千
三
百
六
十

七
平
方
灯
の
鉄
骨
造
り
。
こ
の
う
ち

ア
リ
ー
ナ
(
競
技
場
)
は
、

二
十
六

μ
×
三
十
六
灯
の
広
さ
(
九
百
三
す

育

館

す
。こ

の
体
育
館
は
、
国
の
第
三
期
山

村
振
興
農
林
漁
業
対
策
事
業
に
よ
り
、

健
康
増
進
施
設
と
し
て
同
地
区
に
建

設
が
決
ま
っ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
農
業
後
継
者

に
体
力
向
上
や
健
康
増
進
を
図
っ
て

も
ら
お
う
と

い
う
も
の
で
す
。
ま
た
、

ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
高
齢
者
の
健

康
管
理
や
地
区
の
行
事
、
催
し
の
場

と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

建
物
は
、
鉄
骨
造
り
の
平
家
建
て

で
、
面
積
は
五
百
四
平
方
灯
と
な
り

ま
す
。
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
コ

ー
ト
な
ら

一
面
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
l
ト
な
ら

二
面
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

工
事

費
は
、
約
七
千
五
百
万
円
で
す
。
な

お
、
こ
の
体
育
館
は
地
区
以
外
の
皆

さ
ん
も
利
用
で
き
ま
す
。

六
平
方
灯
)
と
な
り
ま
す
。
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
で

一
面
、
バ
レ

ー
ボ
ー

ル
で
二
面
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
四
面
、

テ
ニ
ス
コ

ー
ト
で

一
面
が
と
れ
ま
す
。

総
工
費
は
約

一
億
八
千
万
円
で
、
完

成
は
今
年
八
月
末
の
予
定
で
す
。
体

育
館
の
完
成
に
よ
り
、

「市
民
の
森
公

園
L

は
主
な
施
設
が
整
い
、
年
間
を

通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ

ン
の
場
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

企建設が始まった室賀体育館



だ 昭和62年2月1日一一一(6)ーえ広報う一回第 976号

1 

官

hv
合
同
庁
舎
前
で
は
、
は
し
ご
乗
り
(第
八
分
団
)
や
火
消
し

太
鼓
(
第
一
分
団
)
な
ど
が
被
露
さ
れ
ま
し
た
。

オVラッパの音色も高らかに・・・

(市役所前で)

恒例の上田市消防出初式が、 1月18日に

行われました。この日、上田合同庁舎前に

消防団員や婦人消防隊、幼年消防クラブの

メンバーなど約1， 800人が参加。市中パレ

ー ドでは、途中消防団員によるまとい上げ

などが被露され、市民の目を号|し、ていまし

た。また、市役所前では永野市長らによる

観聞が行われました。

』

P

消
防
団
員
に
よ
る
分
列
行
進
。
こ
の

後
、
市
民
会
館
で
式
典
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

(県

入寮者を募集

局

1

務

H

事

。
需

⑧

国
4

ょ、B
J

n
，ι

生

内

初

学

課

刊

県
宅
宮

野

住
長

庁

長
野
県
学
生
寮
(
埼
玉
県
浦
和
市
)

の
入
寮
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す。マ
募
集
人
員
①
四
年
制
以
上
の
大

学
に
昭
和
六
十
二
年
度
新
入
の
男
子

五
十
名
程
度
②
上
記
以
外
で
各
種

専
門
学
校
生
な
ど
の
男
子
若
干
名

マ

寮

費

月

額

一
万
二
千
円
。
入

寮
費
と
し
て
三
万

円

(
二
年
分
)
。

マ
申
込
資
格
県
出
身
者
で
、
次
の

各
号
に
す
べ
て
該
当
す
る
人
。
①
当

寮
か
ら
通
学
で
き
る
大
学
、
各
種
専

門
学
校
(
短
大
)
、
大
学
予
備
校
に
昭

和
六
十
二
年
に
入
学
を
予
定
し
て
い

る
人
(
ま
た
は
、
現
に
在
学
し
て
い

る
人
)
。
た
だ
し
、
夜
間
大
学
生
は
除

く
②
父
兄
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る

人
が
、
寮
費
や
諸
経
費
の
支
払
い
が

で
き
る
人
③
確
実
な
保
証
人
二
人

を
有
す
る
人
④
人
物
が
良
好
で
、

共
同
生
活
を
営
む
甲
」
と
が
で
き
る
人

マ
申
し
込
み
次
の
書
類
を

「干
3

長
野
市
大
字
南
長
野
六
九
二

長
野
県
住
宅
部
住
宅
課
内
財

(
7
ペ
ー
ジ
下
段
へ
)

長野県学生寮

• 

8 
0 
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(みんなで考えよう/脱スパイク⑦〉

粉じん収集にご協力を

粉じん収集車による道路清掃

2月に入る色、スノfイクタイヤによって削られ

た道路の粉じんが目立ってきます。特に、夕方の

ラッシュ時には、驚くほどの粉じんが大気中にま

きあがります。

市では、粉じん公害を軽減するため、人通りの

激しい商庖街を中心に、粉じん収集車による清掃

を毎週定期的に実施しています。

また、自治会など地域ぐるみでも、清掃した粉

じんの収集を自主的に行っています。これからも

粉じんの収集に、いっそうのご協力をお願いしま

す。 決意を新たに成人式

「成人の日」の1月15日、上田市民

会館では成人式が行われました。今

年の新成人者は、約1， 400人でした

が、当日は約 960人が出席。式典で

は、永野市長や桜井教育長などのお

祝いのことばに続き、成人代表の市

川亨さんが新成人としての決意を述

べました。

スパイク使用率が10%減
市は、今年 1月に、国道18号線の秋和地区など

市内5か所で、スパイクタイヤ使用率の調査を実

施しました。その結果、スパイクタイヤを使用し

ている車は、全体で78%でした(下表)。

昨年の同時期調査(市内4か所)では、 89%の

使用率でしたので、この 1年で約10%の減少とな

っています。

これは、除々に 1見スパイク、運動の成果がで

てきたものと思われます。粉じん公害の解決に向

け、皆さんのご協力をお願いします。

(
6
ペ
ー
ジ
下
段
か
ら
)

団
法
人
長
野
県
学
生
寮
事
務
局
」
へ
。

(
申
込
用
紙
は
、
上
小
地
方
事
務
所

建
築
課
に
あ
り
ま
す
)

①
学
生
寮
入
寮
申
込
書
②
入
学
許
可

を
証
す
る
書
面
(
合
格
通
知
書
の
写

し
な
ど
)
③
人
物
調
査
書
④
寮
費
を

支
払
う
人
の
収
入
証
明
書
⑤
選
考
結

果
の
通
知
書
(
四
十
円
切
手
ち
ょ
う

付
。
本
人
あ
て
)
⑥
書
類
郵
送
用
封

筒
(
七
十
円
切
手
ち
ょ
う
付
。
父
兄

あ
て
)

マ
受
付
期
間

二
月
十
六
日
側
か
ら

同
二
十
八
日
出
ま
で
。

マ
問
い
合
わ
せ
上
小
地
方
事
務
所

建
築
課
(
宮
⑧
1
2
6
0
)
か
長
野

県
学
生
寮
事
務
局
へ
。

スパイクタイヤ使用率

調査地点 161年1月13日

国道18号(秋和)

国道143号(上田原)

国道114号(住吉)

広域農道(古里)

国道18号(国分)

平均

(上田市調べ)

62年1月12日

70% 

84% 

81% 

78% 

79% 

78% 

92% 

89% 

90% 

85% 

89% 



2月16日(月)から3月16日(月)までは、市県民税の申告と所

得税の確定申告の期間です。例年、期限間近になります

と、受付窓口が大変混雑します。なるべく お早めに、正

しく申告しましょう 。期間内に申告を しないと きは、不

利な取り扱 いを受けるようになりますので、必ず期間内

に申告をするようにしましょう 。

地 区 名 メヱhエ、 場 名 受 付 日 l

下本郷・中野・五加・東五加
塩田解放会館 2月17日(火)

-上本郷・学海南・学海北

上小島・下小島・保野・
塩田解放会館 2月18日体)

舞田・八木沢

量互当主 里 殿城 農村環境改善センター 2月19日(木)

別所・ 野倉・ 山田 ネ目 J均も三 閣 2月20日(命

平井寺・鈴子・桜・石神
東塩田老人集会所 2月23日(月)

-柳沢・下之郷

下組 ・中組 ・奈良尾 農協 富士 山支所 2月24日(火)

塩田新町・十人・手塚・
酉 塩 田 ~ 館 2月25日(水)

東前山 ・西前山

神 干ヰ 上野が丘公民館 2月26日(木)

j甫 里 }II 西 支 所 2月27日(針

泉 室賀 } 11 西 7斗1ヘ. 民 館 3月2日(月)

城下・ 川辺・泉田
上 田 創 ユ、f旦t 館 3月3日(火)

城南解放会館 3月4日休)

神 } 11 農 協 神 川 支所 3月5日(木)

塩 尻 塩尻 地 区公民館 3月6日(針

申告出張相談日程表今
年
も
、
市
県
民
税
・
所
得
税
確

定
な
ど
の
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
時

期
に
な
り
ま
し
た。

昭
和
六
十

一
年
中
の
収
入
金
額
と

必
要
経
費
を
計
算
し
て
、
二
月
十
六

日
側
か
ら
三
月
十
六
日
側
ま
で
に
、

の

----------
‘==-==-
.---.. 

---・ 可・・

~~・

一-

~，・
IY~ 

市
県
民
税

所
得
税

一ー第 976号

必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告

し
な
か
っ
た
り
、
期
限
後
に
申
告
し

た
り
す
る
と
、

加
算
税
が
つ
く
な
ど

出
張
相
談
の
ご
利
用
を

申
告
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
利
便
を
考

慮
し
て
、
右
表
の
日
程
で
出
張
相
談

を
行
い
ま
す
。
最
寄
り
の
会
場
へ
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。
受
付
時
間
は
、

各
会
場
と
も
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

午
後
四
時
ま
で
で
す
。

こ
の
出
張
会
場
で
申
告
で
き
な
か

っ
た
人
は
、
市
役
所
市
民
税
課
で
三

月
十
六
日
ま
で
の
期
間
中
、
午
前
八

受付時間・・・午前9時30分から午後4時まで

余
分
な
負
担
が
か
か
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

* 

時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

(土

曜
日
は
午
前
中
)

に
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
期
限
が
間
近
に
な
り

ま
す
と
、
受
付
窓
口
が
大
変
混
雑
し

て
、
長
時
間
お
待
ち
い

た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
申
告
は
、
早
め

に
済

ま
せ
る
よ
う
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。



第 976号一ー

市
県
民
税
の
申
告

今
回
の
「
広
報
う
え
だ
」
と

一
緒

に
、
自
治
会
を
通
じ
て
お
配
り
し
ま

し
た
「
昭
和
六
十
二
年
度
市
県
民
税

の
申
告
に
つ
い
て
」
「
昭
和
六
十
二
年

度
市
県
民
税
申
告
書
」
の
内
容
を
ご

覧
い
た
だ
き
、
申
告
を
し
て
く
だ
さ

こ
れ
ら
の
書
類
は
、
各
世
帯
に
一

枚
ず
つ
お
届
け
し
ま
し
た
が
、

一
世

帯
で
二
人
以
上
の
申
告
者
が
い
て
書

類
が
不
足
す
る
場
合
な
ど
は
、
お
手

数
で
も
市
役
所
市
民
税
課
、
ま
た
は

豊
殿
・
塩
田
・
川
西
の
各
支
所
窓
口

へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申
告
を
し
な
く
て
よ
い
人
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

Tごえ一 (9)一一一昭和62年2月1日 広報う

欝

火鉢型石油コンロ

空だきに注意f
消防本部予防課

E⑫2501内線217

* 

V

一
つ
の
事
業
所
か
ら
の
給
与
所
得

だ
け
の
人
で
、
そ
の
勤
務
先
の
事

業
所
か
ら
市
役
所
へ
給
与
支
払
報

告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
人

V
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

所
得
税
の
確
定
申
告

昭
和
六
十

一
年
中
の

一
年
間
に
得

た
す
べ
て
の
所
得
に
つ
い
て
計
算
し

た
所
得
税
額
が
、
源
泉
徴
収
や
予
定

納
税
で
す
で
に
納
め
た
税
金
と
比
べ

て
、
過
不
足
を
精
算
す
る
手
続
き
が

確
定
申
告
で
す
。

次
の
人
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す

の
で
、
上
国
税
務
署
ま
た
は
市
役
所

s)c; 

こ
の
ほ
か
の
人
は
、
所
得
の
多
少

に
関
係
な
く
申
告
が
必
要
で
す
。
例

え
ば
、
二
つ
以
上
の
事
業
所
か
ら
給

与
を
受
け
て
い
る
人
、
給
与
の
ほ
か

に
年
金
や
恩
給
な
ど
を
受
け
て
い
る

人
、
給
与
の
ほ
か
に
農
業
所
得
や
不

動
産
所
得
な
ど
が
あ
る
人
は
、
申
告

が
必
要
で
す
。

* 

市
民
税
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

V
年
末
調
整
さ
れ
た
給
与
以
外
の
給

与
の
収
入
金
額
と
、
そ
の
ほ
か
の

所
得
金
額
の
合
計
額
が
二
十
万
円

を
超
え
る
人

V
給
与
所
得
の

ほ
か
に
配
当
、
家
賃
、

営
業
所
得
、
農
業
所
得
な
ど
の
所

得
金
額
が
二
十
万
円
を
超
え
る
人

火
鉢
型
石
油
コ
ン
ロ
の
空
だ
き
に

よ
る
火
災
が
各
地
で
発
生
し
て
い
ま

す
。
取
り
扱
い
に
は
、
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

〈
該
当
器
具
v

側
内
田
製
作
所
の
「
コ
ロ
ナ
石
油
コ

ン
ロ

」
で
次
の
形
式
の
も
の
。

山
S
H
1
3
K
形
(
昭
印
年
製
)

ω
s
H
|
2
K
形
(
昭
印
年
製
)

ω
s
H
l
2
K
③
形
(
昭
日
年
製
)

凶
S
H
|
2
K
⑤
形
(
昭
臼

1
日
年

製
)

確
定
申
告
の
相
談
会
場
も
、
期
限

間
近
に
な
り
ま
す
と
窓
口
が
混
雑
し

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
願
い
し
ま

す。
確
定
申
告
用
紙
は
、
税
務
署
か
ら

郵
送
し
て
あ
り
ま
す
が
、
確
定
申
告

が
必
要
な
人
で
用
紙
が
届
か
な
い
場

合
は
、
上
田
税
務
署
ま
た
は
市
役
所

市
民
税
課
の
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

※
営
業
所
得
者
、
譲
渡
所
得
者
、
青

色
申
告
者
、
雑
損
控
除
の
あ
る
人

は
、
上
田
税
務
署
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

-

申
告
の
お
問
い
合
わ
せ
は

市
民
税
課
第
一
係

宮
(
⑫

4
1
0
0
内
線

2
3
1
・
2

3
2

有
線
②
0
6
1
1

同
S
K
|
3
K
⑧
形
(
昭
臼
年
製
)

附
S
H
形
(
昭
日

1
日
年
製
)

〈
注
意
事
項
〉

マ
空
だ
き
を
し
な
い
(
内
部
に
熱
が

こ
も
り
、
異
常
燃
焼
や
火
災
の
危

険
が
あ
り
ま
す
。
ナ
ベ
や
ヤ
カ
ン

を
の
せ
た
と
き
は
、
必
ず
火
力
の

調
節
を
)

マ
長
時
間
部
屋
を
離
れ
る
と
き
は
、

必
ず
消
火
す
る
。

マ
し
ん
の
セ
ッ
ト
は
正
し
く
(
し
ん

出
寸
法
が
高
い
と
火
災
の
原
因
に
)

0生食かき(瀬戸内海産)

1パック (300g) 330円

o船凍いか 2はい 500円

O一塩真だら 100 g 85円

0 まぐろ半白i責 1枚 90円

市内産直協力庖でお求めください。

年1回は子宮(頚)がん検診を
30歳を過ぎたら、症状がなくても年 1回は子

宮(頚)がん検診を受けましょう。

c>検診場所 市内の産婦人科医院(診療時間内

にお受けください)

c>受診料 1， 000円(70歳以上の方、生活保護お

よぴ市民税非課税世帯の方は無料)

〈保健予防課保健係包⑫4100内線289>



だ 昭和62年2月1日一ー一ー(10)一

上
回
創
造
館

親
子
凧5
作
ごり
参教
加室
をに

え広報う

上
回
創
造
館

宮
⑧
1
1
1
1

上
田
創
造
館
で
は
、
開
館
一
周
年

を
記
念
し
て

「親
子
凧
作
り
教
室
」

を
聞
き
ま
す
。

V
期

日

マ

A
コ
l
ス
リ
三
月
十

五
日
制
・
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時

マ
B
コ
l
ス
リ
三
月
二
十
二
日
側
・

午
前
九
時
か
ら
正
午
マ
A
・
B
コ

ー
ス
(
合
同

)
l一一一月
二
十
九
日
側
・

午
後
一
時
か
ら
四
時

V
会
場
上
田
創
造
館
・
科
学
実

験
室
、
長
池
公
園

V
内

容

マ

A

コ
l
ス
H
H
飛
行
機

一回第 976号

よ
ん
人
し
る

一
ね

却

ま

れ

を

作

約

み

か

口
凹
創
、
組
開

作
ザ
ノ
は
り
固

な

だ

白

取

m
J

き

玖

の

に

町

て

託

こ

形

お

す

2

0
人
モ

用

疋

う

下

7
u
J
札

臨

調

つ

は

万

け

使
で
れ
に
か
は

を

館

長

壁

室

ど

民

泊

て

教

ん
公

i
し
の
す

一

ね

E
室
加
こ
で

一

紙
、
ガ
教
参
。
定

一

野

ど

が

だ

予

一

凧
の
製
作
マ
B
コ
l
ス
l
ス
イ
ッ

チ
バ
ッ
ク
凧
の
製
作
マ
三
月
二
十

九
日
H
H

凧
揚
げ
大
会

V
対

象

親

子

(保
護
者

一
名
と

小
学
校
三
年
生
以
上

一
名
)

V
定

員

各

コ

l
ス
二
十
組
(
四

十
名
)

V
参
加
費

A
コ
l
ス
は
五
百
円
、

B
コ
l
ス
は
百
五
十
円

V
持
ち
物
定
規
、
カ
ッ
タ
ー
、
は

さ
み
、
ラ
ジ
オ
ペ
ン
チ
(
ペ
ン
チ
)
、

刷
毛
、
紙
ば
さ
み
(
洗
濯
ば
さ
み
)

十
個
、

A
コ
l
ス
参
加
者
は
昼
食

V
応
募
方
法
二
月
二
十
八
日

ωま

で
に
往
復
は
が
き
に

「住
所
、
参
加

者
氏
名
、
学
校
名
と
学
年
、
電
話
番

号
、
希
望
コ

l
ス
」
を
記
入
し
て
、

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

V
申
込
先
一
T
3
8
6
1
口

上

田

市
大
字
上
田
原
一
六
四

O

上
田
創

造
館
親
子
凧
作
り
教
室
係

保
健
予
防
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
2
8
9

三
種
混
合
予
防
接
種

一
月
の

一
回
目
に
続
き
、

二
回
目
、

三
回
目
の
接
種
を
別
表
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。
な
お
、
一
期
の
対
象
者

で
一
回
目
に
接
種
で
き
な
か
っ
た
子

供
さ
ん
も
、
予
備
日
(
四
月
七
日
、

同
十
日
)
ま
で
含
め
ま
す
と
三
回
で

き
ま
す
の
で
、
・
お
受
け
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
一
月
一
日
付
け
の

「広

報
う
え
だ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
へ
の
物
品
納
入

「
見
積
参
加
願
」の
提
出

管
財
課
宮
⑫
4
1
0
0

内
線
2
5
5
・
2
5
6

昭
和
六
十
二
年
度
、
市
ヘ
物
品
の

納
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

「見
積

参
加
願
」
が
必
要
で
す
の
で
、
次
に

よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
:
・
二
月
二
日
間
間
か
ら
同
二

十
八
日

ω。
期
日
ま
で
に
提
出
さ
れ

ま
す
と
、
市
の
規
則
に
よ
り
資
格
審

61年度(後期)三種混合予防接種目程表
実施日

~ 場 対象地区
2回目 3回目

2 3 
上(市田市役保所健南庁セ舎ンタ2階ー) 中央・西部地区月 月

10 10 

ω 日 ω 日 上野が丘公民館 神科・豊殿地区

2 

1月3 2 
上田市保健センター 北部・南部地区

月
12 

側国 体自) 神 川 地区公民館 神川地区

上田市保健センター 東部・塩尻地区
2 3 

1月3 1月3 三好町会館 城泉下団地地区区の半過

(劃日 働日

川泉辺田地地区区の福田・吉田川 辺町会館

2 
1月3 7 
塩田母子健康センター 塩田地区

1月7 

ω 日 ω 日 川西社会福祉センター 川西地区

査
を
し
、
見
積
参
加
業
者
名
簿
に
掲

載
し
ま
す
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
:
管
財
課
(
市

役
所
本
庁
舎
三
階
)

必
要
書
類
・
:
①
見
積
参
加
願
②
営

業
概
要
調
書
③
事
業
経
歴
書
④

納
税
証
明
書
(
事
業
税
、
市
町
村
民

税
、
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
、

軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
)

の
各
一
通

そ
の
他
・
・
・
指
定
用
紙
は
管
財
課
で
お

渡
し
し
ま
す
。

講
演
会

私
た
ち
の
く
ら
し
と

こ
れ
か
ら
の
日
本

。時聞は、各会場とも午後 1時30分から 2時30分まで。
。駐車場が混み合うので、車でのお出かけはご遠慮ください。

生
活
環
境
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
0
1

市
と
市
教
育
委
員
会
で
は
、
県
と

共
催
で
、
物
を
大
切
に
す
る
県
民
運

動
を
地
域
に
推
進
す
る
た
め
、
次
の

と
お
り
講
演
会
を
聞
き
ま
す
。

と
き
:
・
二
月
二
十
八
日

ω・
午
後

一
時
か
ら
同
三
時
ま
で

と
こ
ろ
:
・
上
田
市
中
央
公
民
館
(
三

階
大
会
議
室
)

演
題
・
:
「
私
た
ち
の
く
ら
し
と
こ

れ
か
ら
の
日
本
の
ゆ
く
え
」

講
師
・
:
日
本
総
合
研
究
所
会
長
・

岸
田
純
之
助
さ
ん
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開
催
し
ま
す

上

田

市

教

育

委

員

会

総

上
田
市
公
民
館
大
会
実
行
委
員
会
総

市
教
育
委
員
会
と
公
民
館
大
会
実

行
委
員
会
で
は
、
次
の
と
お
り

「第

一
回
公
民
館
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
大
会
で
は
、
現
在
公
民
館
が
抱

え
て
い
る
課
題
を
浮
き
ぼ
り
に
し
て
、

公
民
館
が
地
域
で
果
た
す
役
割
を
考

え
る
と
と
も
に
、
市
民
に
と
っ
て
あ

る
べ
き
公
民
館
の
姿
を
求
め
て
い
き

ま
す
。
-
と
き
二
月
二
十
二
日
側
・
午

前
十
時
か
ら
午
後
四
時

-
と
こ
ろ
上
田
市
文
化
セ
ン
タ
ー

(
文
化
会
館
・
中
央
公
民
館
)
、
上

田
市
図
書
館
、
上
田
市
働
く
婦
人
の

Tごえ一 (11)-一昭和62年2月1日 広報う

救
急
車
購
入
に
と

久
保
さ
ん
か
ら

五
百
万
円

こ
の
ほ
ど
、
川
辺
町
の
久
保
角
太

郎
さ
ん
(
八
十
二
歳
)
か
ら
、
「救
急

車
購
入
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と

家・
テ
l
マ
地
域
住
民
の
生
活
課
題

に
応
え
る
学
習
と
創
造
活
動
を
積
極

的
に
進
め
よ
う

-
内
容
①
記
念
講
演
リ

「
地
域

と
公
民
館
」
(
元
松
川
町
公
民
館
主
事

・
松
下
拡
さ
ん
)
②
分
科
会
H

第
一
分
科
会
(
豊
か
な
子
ど
も
の
育

成
と
公
民
館
)
、
第
二
分
科
会
(
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
活
動
と
公
民
館
)
、
第
三

分
科
会
(
住
民
の
生
活
と
公
民
館
)
、

第
四
分
科
会
(
分
館
活
動
と
公
民

館
)
、
第
五
分
科
会
(
地
域
文
化
の
創

造
と
公
民
館
)
、
第
六
分
科
会
(
人
権

問
題
と
公
民
館
)

-
問
い
合
わ
せ
各
公
民
館
へ

ぺ一二
議
一

/
一

一
↓
/

五
百
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
厚
く
わ
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

久
保
さ
ん
は
、
夫
婦
で
合
わ
せ
て

百
六
十
歳
に
な
っ
た
こ
と
を
記
念
し

て
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
|

|
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
市
で
は
、
贈
ら

れ
た
五
百
万
円
で
、
救
急
車
を
新
車

に
買
い
替
え
、
上
田
中
央
消
防
署
に

配
備
す
る
予
定
で
す
。

※時聞は各講座とも午後6時-8時まで。

受
講
料
・
:
無
料
(
た
だ
し
、
料
理
は

材
料
費
一
回
五
百
円
程
度
)

申
し
込
み
:
・
電
話
な
ど
で
直
接
働
く

婦
人
の
家
へ
。

N
H
K学
園
の

通
信
講
座
で
学
習
を
機

N
H
K
学
園

宮

0
4
2
5
⑫
3
1
5
1

挽

N
H
K
学
園
で
は
、
生
涯
学
習
講

座
の
春
の
受
講
生
と
高
等
学
校
の
生

徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
生
涯
学
習
講
座
(
通
信
講
座
)
・
・

教
養
と
趣
味
を
深
め
る
た
め
の
畜

道
、
硬
筆
、
絵
画
、
囲
碁
、
写
真
、

俳
句
、
短
歌
な
ど
三
十
二
講
座
で

す
よ
申
込
受
付
は
二
月
十
五
日

i

四
月
十
五
日
)

マ
高
等
学
校
普
通
科
コ

I
ス
(
通
信

教
育
)
・
:
四
年
間
の
学
習
で
高
卒

資
格
が
取
得
で
き
ま
す
。
(
申
込
受

付
は
三
月

一
日
1
四
月
十
五
日
)

マ
高
等
学
校
教
養
コ

i
ス
(
通
信
教

育
)
・
:
国
語
、
英
語
な
ど
二
十
一

科
目
を
学
習
し
ま
す
。
(
申
込
受
付

は
三
月

一
日
i
四
月
三
十
日
)

マ
案
内
書
請
求
方
法
・
・
・
案
内
書
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、

N
H
K
学
園
ま

で
電
話
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

告
(
⑫

2
9
8
8

叩

働
く
婦
人
の
家
で
は
、
長
野
婦
人

少
年
室
と
共
催
で
次
の
と
お
り
生
活

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
者
:
・
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、

ま
た
は
市
内
の
事
業
所
に
勤
め
て

い
る
女
性

と
こ
ろ
・
:
上
田
市
働
く
婦
人
の
家

募
集
人
員
:
・
各
講
座
三
十
名

生活講座日程表

講 座 名 講 島市 実施日

寒中のスタミナ料理
学養士 2月16日(月)

岩崎敬子 2月23日(月)

楽しく体力づくり ジャズ体操教師 2月21日仕)

ジャズ体操 酒井園子 2月28日凶

地講域演会社会と
同和教育課指導主事

2月24日伏)
女性の立場 斉藤房男

告
⑮
1
2
6
0
内
線
2
3
4

上
田
保
健
所
で
は
、
婚
約
中
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
次
の
と
お
り
「
結
婚

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。
お
二

人
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
:
・
上
田
市
働
く
婦
人
の
家

費
用
・
:
テ
キ
ス
ト
代
五
百
円
、
血

液
検
査
料
千
六
百
四
十
円

申
し
込
み
・
:
二
月
十
四
日

ωま
で
に

上
田
保
建
所
へ
電
話
で
ど
う
ぞ

結婚セミナ一日程表

第 開講式

l 2月20日幽! 講演 「健やかな家庭づくり」
回 講義 「望ましい食生活」

第 血液検査(風疹抗体価、梅毒など)

2月24日伏) 講演 「望ましい夫婦」
回 映画 「生命誕生」

第 講演 「心を育てる家庭」

3 2月27日幽 講義 「家族計画について」
回 閉講式

※時間は各固とも午後6時30分から 8時40分まで
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上
小
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
パ

ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
操
作
技

能
を
習
得
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
学

科
、
実
技
(
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
)
な

ど
の
訓
練
を
開
講
し
ま
す
。

訓
練
期
間
:
・
四
月
か
ら
来
年
三
月
ま

で
(
年
間
八
十
回
)

訓
練
時
間
:
・
週
二
回
(
火
・
金
曜
日
)

午
後
六
時
1
九
時

定
員
:
・
三
十
名
(
雇
用
保
険
加
入

者
)問

脂
街
活
性
化

ω

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
w…

回
商
工
会
議
所

宮
(
⑫

4
5
0
0

機

上
田
商
工
会
議
所
で
は
、
次
の
と

七八八五五三七八七七五
二二九 O 二 O一四四一三

手

塚

謙

市

さ

ん

神

畑

手
塚
高
平
さ
ん
奈
良
尾

児
玉
な
か
し
さ
ん
西
前
山

手

塚

剛

さ

ん

須

川

尾

沼

安

隆

さ

ん

森

近
藤
こ
う
さ
ん
上
室
賀

柳

沢

延

男

さ

ん

御

所

太
田
つ
ね
ゆ
さ
ん
伊
勢
山

熊
沢
カ
ネ
子
さ
ん
上
鍛
冶
町

岩
淵
豊
子
さ
ん
ひ
ば
り
ケ
丘

成
沢
君
代
さ
ん
東
前
山

玉
井
義
人
さ
ん
下
之
条

米

国

吉

雄

さ

ん

岩

下

長
沢
金
寿
さ
ん
川
辺
町

小
坂
井
忠
男
さ
ん
中
之
条

三
矢
富
枝
さ
ん
上
川
原
柳
町

近

藤

均

さ

ん

大

久

保

広報う

十
二
月
届
け
出
分

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す

氏
原
兼
太
郎
さ
ん
上
小
島

阿
部
文
男
さ
ん
鍛
冶
町

斉
藤
壬
子
郎
さ
ん
十
人

木

村

登

さ

ん

学

海

南

滝

沢

辰

治

さ

ん

山

口

吉

原

祐

子

さ

ん

手

塚

日
向
さ
ち
子
さ
ん
手
塚

塚
原
義
次
さ
ん
ひ
ば
り
ケ
丘

猪
坂
直
一
さ
ん
鍛
冶
町

山

極

義

一

さ

ん

中

組

高

橋

謙

謹

さ

ん

舞

田

ーー第 976号

お
り

「商
店
街
活
性
化
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
す
。
入
場
料
は
無
料
0

・

と

き

二
月
十
二
日
附

・
午
後

六
時
三
十
分

1
同
八
時
三
十
分

-
と
こ
ろ
上
田
商
工
会
議
所
(
五

階
ホ

l
ル
)

-

内

容

最

近

の
消
費
者
の
変
化

と
商
庖
街
の
魅
力
に
つ
い
て
、
講
演

H
H

「二
十
一
世
紀
の
ま
ち
ゃ
つ
く
り
を

考
え
る
」

(
東
京
国
際
大
学
商
学
部

助
教
授
・
三
村
優
美
子
さ
ん
)

・
申
し
込
み

二
月
九
日
何
ま
で
に

電
話
な
ど
で
同
会
議
所
指
導
課
へ

(
定
員
五
十
名
)

六四六七六六七七四九七八六 八七九
一二八六二七九三九三 O 七五 O 二二七

渡
辺
金
吾
さ
ん

堀
江
充
さ
ん

井
上
健
造
さ
ん

村
上
基
誠
さ
ん

清
水
重
喜
さ
ん

清
水
明
雄
さ
ん

金
井
四
郎
さ
ん

近
藤
二
三
子
さ
ん

手
塚
国
人
さ
ん

馬
場
敏
次
さ
ん

山
岸
一
民
さ
ん

内
河
と
ら
さ
ん

若
林
常
子
さ
ん

関
多
助
さ
ん

和
田
茂
友
さ
ん

犬
家
格
致
さ
ん

押
鐘
き
よ
の
さ
ん

染

屋

踏

入
新

田

保

野

長

島
丸
堀
町

横

町
五

加

中

村
八
木
沢

中
之
条

御

所
岩

下

石

神

西
前
山

岩
清
水

下
青
木

八八五七四九六六八七六五六八七三六
四一六 O 九七九四九 O 五一五七六八一

精
神
障
害
者
家
族
会

社
会
復
帰
の

勉
強
会
を
開
催

山
び
こ
の
家

宮
⑧
9
0
5
6

と
き
・
:
二
月
二
十
日
働
・
午
後
一

時
三
十
分

i
四
時

と
こ
ろ
:
・
上
田
市
福
祉
会
館
(
二
階
)

内
容
・
:
「
社
会
復
帰
に
向
け
て
の

関
わ
り
方
」
、
相
談

講

師

:
・
長
野
県
精
神
衛
生
セ
ン
タ

宮

崎

馨

さ

ん

越

戸

藤
井
冨
士
子
さ
ん
緑
が
丘
西

吉
池
花
由
さ
ん
塩
田
新
町

竹
内
は
る
代
さ
ん
下
塩
尻

山
崎
高
三
郎
さ
ん
材
木
町

久
保
こ
は
る
さ
ん

大

湯

保
坂
作
治
さ
ん
伊
勢
山

滝

沢

公

衛

さ

ん

築

地

南
沢
俊
行
さ
ん
川
辺
町

太

田

幸

男

さ

ん

小

泉

金
井
巳
よ
し
さ
ん
大
久
保

西
沢
ち
か
さ
ん
奈
良
尾

西
沢
む
ら
い
さ
ん
奈
良
尾

重
田
あ
き
乃
さ
ん
西
前
山

田

中

リ

ヨ

さ

ん

岡

中

沢

輔

さ

ん

小

牧

竹

内

勇

さ

ん

東

前

山

六八八八八九八四五八七八八七六四八
四一 0 一二六一四 O 三五八一七二七一

ー
所
長
・
宮
尾
美
代
子
さ
ん

訂
正
お
わ
び

「広
報
う
え
だ
」

一
月
十
六
日
発

行
・
第
九
七
五
号
の
九
ペ
ー
ジ
、

「児

童
手
当
(
特
例
給
付
)
が
変
わ
り
ま

す
」
の
記
事
の
中
に
図
が
三
つ
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
う
ち

「児
童
二
人
世

帯
の
場
合
」
に
あ
る
左
端
の
金
額
が

二
千
円
と
あ
る
の
は
、
二
千
五
百
円

の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
わ
び

し
ま
す
。

長
谷
川
滋
子
さ
ん

片
岡
美
砂
洲
さ
ん

石
井
と
め
さ
ん

小
山
四
郎
さ
ん

南
波
幸
子
さ
ん

宮
下
あ
い
子
さ
ん

松
宮
登
さ
ん

滝
沢
二
一
さ
ん

渡
辺
も
と
さ
ん

水
島
忠
一
さ
ん

西
沢
賎
さ
ん

古
宮
敬
三
さ
ん

春
原
五
六
さ
ん

工
藤
博
さ
ん

小
林
種
平
さ
ん

宮
下
秀
夫
さ
ん

深
町
史
子
さ
ん

岩

下

寸

牧
半

過

金
剛
寺

下
室
賀

分

去
丸
堀
町

下
紺
屋
町

踏

入
下
房
山

久
保
林

大
手
町

上
塩
尻

下

組

鈴

子
緑
が
丘

上
川
原
柳
町

三七七八五七九七八七六五五七八七四
一一六五五九七五七二七六三五 O 六六
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民生部国保年金課

宮22-4100内線282

有線 2 -0711 

あなたはお持ちですか

「お金がないとお医者にかかれなし、」そんな時代がかつてありました。

でも今は、保険証を持って医者ヘ行けば、医療費の一部を支払うだけで安心して治療が

受けられます。いざという時、役に立つ医療と保険についての持集を組んでみました。

わが国は、国民皆保険制で、国民は必ずどれかの医療保険に加入し

なければならないことになっています。この医療保険制度は、大きく

分けて 2つの制度から成り立っています。

1つは、会社などに勤める人が加入する健康保険や公務員の共済組

合などの 「職域保険」です。もう 1つは、これらの保険に加入できな

い人を対象にした「地域保険」で、国民健康保険などがこれです。

*保険証を見てください
あなたゃあなたの家族が持っている保険証に、

あなたの家族の名前がもれなく載っていますか。

職域保険の場合は、勤めてい

る本人が被保険者(または組合

員)で、その家族は被扶養者で

す。
あるいは、 2つの異なった保険証の両方に名前

が記入されていませんか。保険証の有効期限が切

れてはいませんか。この機会にぜひ一度確かめて

みましょう。

万一、間違いなど気づいた点はぜひお問い合わ

せください。

国民健康保険(国保)の場合

は、国保に加入している人すべ

てが被保険者です。職域保険に

加入している人、生活保護を受けている人以外は

みんな国保に加入しなければなりません。

14日以内に届け出を
国保へは世帯単位で加入し、

加入や脱退などの手続きは世

帯主が行うよう義務づけられ

ています。届け出は、事実が

発生してから14日以内にする

よう定められています。万一

届け出を故意に怠った場合に

は、過料を科せられることもあ

ります。また、届け出がない

と保険証がありませんから全

額自費で負ts..することになっ
たり、 さかのlまってイ呆険:干兇を

車内めていただくなど、有利な

ことは何一つありません。

国保に加入したり、やめたりするときの手続き

は、下の表によって行ってください。

国保の届け出

届け出をしなければならない場合 お持ちいただくもの

保国
他の社会保険などをやめたとき 印鑑・社会保険資格喪失証明書・(国

〈会社などをやめたとき〉 保の保険証)

力日 転入してきたとき 印鑑・(国保の保険証)

入
子供が生まれたとき 印鑑・国保の保険証

保国
他の社会保険に加入したとき 印鑑・社会保険資格取得証明書・(社

〈会社などへ勤めたとき〉 保)と国保の保険証

の
転出するとき 印鑑・国保の保険証
退脱
死亡したとき 印鑑・国保の保険証

更変
住所・世帯主・氏名などが変わ 印鑑・国保の保険証

ったとき

そ
学生などで遠隔地用の保険証が 印鑑・国保の保険証・在学(または入

必要なとき 固など)証明書
の

イ也
保険証をなくしたり、汚したり 印鑑・免許証など本人である証明

したとき

(注) ( )は、現在お持ちの方だけに該当します。

圃
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年金をもらっている方

長年勤めた会社や役所などを退職して、現在国

保に加入し、被用者年金を受けている70歳未満の

人およびその扶養家族は、届け出により 「退職者

医療制度」 に移行することになります。

女窓口支払い額が安くなる

退職者医療制度で診療を受ける人は、医者の窓

口で支払う一部負担金が一般の国保の人より安く

なります。

① 退職者本人…自己負担 2割

② 扶養家族……⑦入院一 自己負担 2割

@外来ー自己負担3割

*いつからいつまで
退職者医療制度の加入資格は、年金受給権発生

の日(ただし、届け出は年金証書が送られてきて

からとなります)から適用となり、老人保健に該

当する前日までです。(扶養家族も同様です)

「任意継続」とは……

次の三つの条件のすべてに当

てはまる人は、退職被保険者と

なります。

①国保の被保険者であること口

②厚生年金・共済年金などの被

用者年金制度(国民年金は除く)から老齢(退職)

年金の支給を受けている人であって、この年金

の加入期間が原則として20年以上であるか、ま

たは40歳以後の加入期間が10年以上あること。

③老人保健の適用を受けていないこと。

退職被保険者には、健康保険

/' " などと同様に扶養家族(被扶養

/扶養 1 者)が認められます。
i 場 i議 l 被扶養者として認められる基
¥. ~ C/ 準は、次の 3つの条件のいずれ

- にも該当する場合です。

①退職被保険者と同一世帯にいること。

②退職被保険者の収入によって生活しており、年

収額が一定の基準以下であること。

③老人保健法の適用を受けていないこと。

この制度は、会社などを退職する日の前日まで引き続き一定期間以上その健康保険に加入

していた皆さんが、退職の日から20日以内に申し出をすれば、引き続いてその健康保険の任

意継続被保険者として今まで同様の医療の給付が受けられるというものです。

*期間はどのくらいか

任意継続の期間は、最高 2年間で途中でやめることもできます。

(ただし、 55歳以上で退職した場合は、 60歳までの期聞か 2年間のどちらか長い方)

責保険料はどのくらいか

各保険により異なります。会社などへ照会して、国保の税金と比較して有利な方を選択

してください。

保険証(正しくは、国民健康保険被保険者証)は、国保の被保険者であるという証明書

であると同時に、お医者さんの診察を受けるときの受診券の役目を果たすものですから、

大切に取り扱いましょう。

〔ぉ医者さんにかかあときは必ず遅出しましょう t

e-重量E藍-盟-・仁市役所への局地の療も持ちぐだ凱.
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トく答

国保で給付を受ける

ことのできないものと

して、次のものがあり

ますのでご注意くださ

しミ。

美容整形、正常分娩、

歯並びの矯正、何の症

常もないのに受ける検

査や健康診断など病気

でないもの。また、ケ

ンカや酔っぱらってケ

ガをしたり、犯罪行為

による病気やけがなど、

および労災の適用があ

る場合などです口

保険税は、国保制度

を支える重要な財源で

すが、収納率(課税額

に対し納付された額)

は年々低下傾向にあり

ます。相互扶助、負担

の公平の面からみても

大きな問題です。厳し

い国保運営がさらに厳

しく制度存続さえ危ぶ

まれるような4犬t兄です。

療養の

付給

※ 

高額療養費

※ 
2 

療養費の

支給

そ
の
イ也

こんなとき

.病気やけがをしたとき。

.歯の治療を受けたとき。

.1か月に54，000円以上の

医療費を払ったとき。

.1か月に1つの世帯で2人

以上がそれぞれ30，000円

以上の医療費を払ったと

き。

.過去12か月以内に54，000

円以上(合算でも)の医療

(市役所支所への申請には保険証認め印)

口座番号のわかるものをご持参ください。

受けられる給付 フタF芝E 件 な ど

かかった費用の7割を国保 国保を取扱っている病院

が負担 診療所(医院)へ保険証を提

〈退職被保険者本人は国保 示する。

負担8割、その被扶養者は

国保負担7割(入院8劃 ))

54，000円を超えた分につい 同じ人が同じ月内に、同じ

て、申請によりあとで払い 病院に54，000円以上の自己

もどされます。 負担金を支払ったとき。

合算して54，000円を超えた 1つの世帯で、国保加入者

分について、申請により 、あ の2人以上の人が、同じ月

とで払いもどされます。 内にそれぞれ30，000円以上

の自己負担金を支払ったとき。

4回目以降は 1か月30，000 12か月以内に54，000円以上

円を超えた分について、あ の自己負担金を4回以上支

費を4回以上支払ったときc とで払いもどされます。 払ったとき。

.血友病、人工透析の必要 自己負担が1か月10，000円 国保の認定を受けて特定疾

な慢性胃炎で、高額の治 までとなります。 病療養受療証を受け取り 、

療を長期間続けなければ 受診時にそれを保険証とい

ならないとき。 っしょに医療機関で提示。

.やむをえない理由で、保 かかった費用について国保 実際にやむをえなかったか

険証をもたずに治療を受 が審査し、決定した額の7 どうか、国保で審査をしま

けたとき。 割があとで払いもどされま す。

.あんま、ハリ 、灸、マッ す。〈退職被保険者本人の場 保険医の同意書が必要です。

サージの施術を受けたと 合は、決定した額の8割、 ただし、柔道整復師の施術

き。柔道整復師に施術を その被扶養者は7割 (入院 の場合は、不要です。

受けたとき。 8割)が払いもどされます〉

.輸血のための生血代やコ 保険医の証明書が必要です。

ルセット・ギブスなどの

補装具代など。

障ヨ明.基準看護を行っていない 保険医の指示があった場合

病院で、イヲき添い看護が のみ。事前に国保の承認を

必要になったとき。 受けてください。

.重病人の入院、転院などで
φ 

移送が必要なとき(車代)。

-子どもが生まれたとき。 助産費が支給されます。 1分娩 130，000円

.被保険者が亡くなられた 葬祭費が支給されます。 20，000円

とき。

.子どもが生まれ、その子 育児手当が支給されます。 6，000円

を育てたとき。

注1.;笥額療養費の場合、市民税非課税世帯にあっては54，000円を30，000円、30，000円を

21，000円と読み替えてください。

注2.※1と※2の支給申請には領収書も必要ですので、お持ちください。

-E盛童書置盤週llYI・ **国民健康保険法が変わりました貴女
国としても収納率の低下を重 くみて、昨年末の ・特別な事情もないのに保険税を滞納している世

国会で法律改正を行い、次のような措置を決めま 帯主 からは保険証を返還してもらう。

した。このようなことにならないよう保険税の完 ・上記の人は、医者の窓口で医療費の全額が自己

納にご協力ください。 負担にな るーなどです。

国
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皆さんが万一、病気やけがでお医者さんにかか

ったとき、その医療費を負担するのが保険の大き

な役目です。上田市の国保は、この医療費の財源

を皆さんから納めていただく保険税と国からの補

助金によっています。しかも保険税収入だけでは

不足するため、一般会計からの繰り入れを受けて

(収入)

国庫補助金

上田市の昭和60年度における

国保の状況は下表のようになっ

ています。

繰入金2億4480万円
1 (6 %) 

保険税

17億 9，965万円(44%)
16億3，410万円
(39%) 

運営していますが、これも無制限というわけには (支出)

いきません。

国の補助金削減に伴う財政圧

迫とともに、近年めざましい医

療技術の進歩などにより、医療

費の増加が著しくなっています。

国では、医療費が増えたことによる不足額は保

険税の値上げで補うよう指導していますが、そう

すると毎年保険税の値上げをしなければならなく

なり、皆さんの負担がさらに増えてしまいます。

女医療費節約のポイント
[>市で行う集団検診はすすんで受けましょう。

[>ふだんから栄養・運動・休養に気をつけ、自分

の健康は自分で守るよう心がけましょう。

[>むやみに薬を頼んだり、医者を渡り歩くような

ことはやめましょフ。

保険税は、医療費の支払いという特定の目的に

しか使わない税金ですから、市民税などと違って

戸斤得のある人だけから車内めていただけばよいとい

うものではありませんD

所得や加入者数などを考え合わせて、全体の医療

保険税の納税義務者は、本人

が国保へ加入しているいないに

かかわらず、その世帯の世帯主

保険給付費

28億 2，009万円(69%)

老人保健拠出金 l 州
11億 2，104万円 10']

(28%) 

費に見合う総額を下表のように各項目に振り分け

て、負f旦していただくようになっています。

ですから、お年寄りや身体障害者、母子家庭の

方などにも応分の額を負担していただくことにな

っているのです。

年の途中で国保の加入や脱退

があった場合は、月割で計算さ

れます。(届け出た月ではなく

事実発生の月からです。)

前年の所得に応じた額。(税率は7.4パーセント)

その年度の固定資産税額に応じた額。(税率は40パ ーセント)

加入者数に応じた額。(1人当たり 年8，500円)

一世帯当たりの額。(1世帯当たり 9，500円)
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